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日
本
年
金
機
構
の
職
員
採
用
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

社
会
保
険
庁
の
後
継
組
織
の
あ
り
方
や
職
員
の
採
否
等
を
検
討
す
る
年
金
業
務
・
組
織
再
生
会
議
は
十
月
四
日
、
「
職
員
の

採
用
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
」
の
中
間
報
告
を
渡
辺
行
革
担
当
相
に
提
出
し
た
。
今
後
は
、
正
規
職
員
を
抑
制
し
、
非

常
勤
職
員
を
多
く
し
て
い
く
方
針
だ
と
い
う
。

社
会
保
険
庁
は
福
祉
施
設
規
定
を
廃
止
し
、
「
今
回
の
社
会
保
険
庁
改
革
を
機
に
、
年
金
給
付
と
密
接
不
可
分
な
経
費
に
は

保
険
料
を
充
て
る
こ
と
を
恒
久
化
」
し
、
「
真
に
必
要
な
も
の
を
法
律
上
限
定
的
に
明
記
」
す
る
と
し
て
、
�
年
金
教
育
・
広

報
、
�
年
金
相
談
、
�
情
報
の
提
供
、
�
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
�
年
金
担
保
融
資
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
�
〜
�
の
業
務
に
携
わ
る
非
常
勤
職
員
の
人
件
費
に
年
金
保
険
料
を
充
て
る
考
え
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
非

常
勤
職
員
の
多
く
を
、
こ
れ
ら
業
務
に
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
金
保
険
料
の
多
く
が
費
や
さ
れ
る
懸
念
を
禁
じ
え
な
い
。
ど

う
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。


